
1．緒　言
　キノア（Chenopodium quinoa WILLD．）は，南米アン
デス地方原産のアカザ科アカザ属一年草の擬穀類で，か
つてインカ族の主要穀物の一つであった1）．著者らは国
内初の産地化を目指して2005年度から3カ年にわたり子
実を食用とするための栽培試験を行った2），3），4）．現在は
山梨県内において生産者による試験栽培が始まってお
り，今後の生産と普及が期待される．
　キノアの子実（種子）は，タンパク質などの栄養価が
米や小麦などの主要穀物より高いだけでなく，近年は血
圧上昇抑制作用などの生体調節機能が確認されるなど機
能性食品としても注目されつつある5）．茎葉部について
は筆者らにより高い抗酸化活性を有していることが明ら
かになっている6）．また茎葉部の利用は子実生産に用い
る脱穀，調整機械が不要のため，機械装備のない生産者
でも導入可能であり，新たな土地利用型省力作物として
有望である．
　これまで茎葉部を飼料に利用するための生産技術につ
いては，イネに関していくつかの報告がなされている
が7，8），キノアの有効利用技術についてはほとんど知見
がない．そこで本研究ではキノア茎葉部の飼料化に着目
した．
　一方，甲州地鶏などの鶏肉は，本県の特産品の一つと
して高い評価を得ている．しかし，鶏肉は保存性が低
く，広域流通には冷凍保存が行われている．冷凍保存は

肉の組織が破壊されるため，うまみの低下が課題となっ
ていることから，冷蔵による保存期間の延長を目指した
新たな鮮度保持技術の確立が求められている．畜産物の
保存性を高める技術の一つとして抗酸化活性の高い資材
を飼料に添加し，肉質改善を図る方法があり，製茶くず
を給与した豚肉，茶ガラサイレージを給与した鶏卵，緑
茶ガラを給与した鶏肉で保存性が高まることが実証され
ている9，10，11）．
　現在，山梨県畜産試験場と連携し，キノアなどの抗酸
化活性の高い地域産物を飼料に用いて新たな鶏肉の保存
性向上技術の確立を目指している．これに伴い，飼料と
なるキノアの生産性向上技術の確立が必要となる．
　昨年度までに鶏への給与試験から鶏肉の保存性向上
にキノア茎葉部が有効であること12），栽培試験から品種

「Amarilla de Marangani（以下，AM）」の乾物収量が多
く，飼料として有望であること13）を明らかにした．こ
こでは乾物収量の更なる増大を目指して，2回刈り栽培
を前提に刈り取り時期，刈り取り高さ及び窒素基肥量の
違いがキノア茎葉部乾物収量に及ぼす影響を明らかにす
る．

2．実験方法
試験1　�刈り取り時期，刈り取り高さの違いが茎葉部乾

物収量に及ぼす影響
　試験は2012年に総合農業技術センター内圃場（甲斐
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市下今井，標高312m，灰色低地土，前作：葉菜類）で
行った．供試品種は「AM」を用いた．試験区は，刈
り取り時期として播種60日区，播種90日区の2水準，
刈り取り高さとして播種60日区は地上部10cm区，地
上部20cm区，播種90日区は地際区，地上部10cm区，
地上部20cm区の2または3水準を設けた．試験規模は
16.2㎡／区の2反復とした．施肥は，N-P2O5-K2Oとして
8-8-8kg/10a相当量を化成8号で全層施用した．播種は4
月24日に条間60cmのすじ播きで行い，出芽後の間引き
は行わなかった．播種量は1㎡あたり約1gとした．刈り
取りは播種60日区が6月25日，播種90日区が7月24日に
実施し，再生が認められた区において，それぞれ1ヶ月
後に地際から刈り取って2回目収量とした．栽培期間中
の病害虫防除については生育中期にヨトウガ・ウワバ類
の発生が認められたため，イミダクロプリドフロアブル
4000倍液を5月29日と6月11日に散布した．収穫は試験
区全体を刈り取り，ビニールハウス内にて2週間程度乾
燥後に乾物重量を量った．

試験2　�窒素基肥量の違いが生育および茎葉部乾物収量
に及ぼす影響

　試験は2013年に総合農業技術センター内圃場（灰色
低地土，前作：大豆）で行い，供試品種，反復数及び
播種方法は試験1と同様とした．試験区は基肥窒素量と
して12kg/10a（以下，基多肥区），8kg/10a（基慣行区）
の2水準を設けた．リン酸，カリについてはそれぞれ過
リン酸石灰と塩化カリで12kg/10a相当量を施用した．
試験規模は18㎡／区とし，5月1日に播種した．播種方
法は試験1と同様に行った．刈り取りは7月31日に下葉
が残る地上部50cmで収穫し，再生程度を確認した．調
査は草丈，穂長，再生程度および乾物収量を計測した．
栽培期間中の病害虫防除についてはヨトウガ・ウワバ類
の発生が認められたため，イミダクロプリドフロアブル
4000倍液を6月4日に散布した．

3．結　果
試験1　�刈り取り時期，刈り取り高さの違いが茎葉部乾

物収量に及ぼす影響
　生育ステージはすべての区で出蕾期が6月8日，開花
期が6月24日となり，刈り取り時の子実は未形成または
著しい小粒がわずかに観察される程度であった．
　乾物収量結果を図1に示した．1回目の収量は，播種
90日区が播種60日区の2倍以上であった．刈り取りの高
さの比較では，播種60日区の地上部10cm区及び20cm区
で再生が認められたが，播種90日区は20cm区のみで再
生した．2回目収量を加えた総乾物収量は，播種90日区
の地上部20cm区が1,081kg/10aで最も多収だった．

試験2　�窒素基肥量の違いが生育および茎葉部乾物収量
に及ぼす影響

　生育ステージはすべての区で出蕾期が6月4日，開花
期が6月25日となり，刈り取り時の子実形成の状態は試
験1と同程度だった．
　生育調査および乾物収量結果を表1に示した．窒素基
肥量の多少に関わりなく茎葉の再生は認められなかっ
た．収穫時の草丈は基多肥区が慣行区よりやや長かっ
た．穂長は施用量の違いによる影響は認められなかっ
た．倒伏，折損はなかった．乾物収量は基多肥区が基肥
量の増加によって10％程度増収した．

4．考　察
　現在，山梨県内などでキノア子実の国産化に向けた取
り組みが始まりつつあるが，茎葉部を飼料原料として利
用するための栽培事例はない．昨年度，山梨県畜産試
験場によりキノア茎葉部は抗酸化活性を示すDPPHラジ
カル補足活性が高く，肉用鶏への給与（肉用鶏飼料に5
％配合で30日間給与）で，と殺7日後におけるムネ肉の
TBARS値（保存性に関する指標値）が無処理より低い
値と示した12）．つまり，発育体重の伸びが鈍いなどの課
題は残っているものの鶏肉の保存性向上に有効な資材で
あることが示唆された．このような観点から飼料原料と
してのキノア茎葉部多収栽培技術を確立することは有意
義である．
　本研究では昨年度までに有望品種として選定した

「AM」について2回刈り栽培による多収化を目指した．
　刈り取り時期については，播種後90日が播種後60日

図1　�刈り取り時期及び刈り取りの高さの違いが乾物収
量に及ぼす影響（2012年）

表1　�窒素基肥量の違いが生育および乾物収量に及ぼす
影響（2013年）

36 37

03 農畜産物-038_140807.indd   36 2014/08/07   14:24



より草丈や穂長が長く，茎葉部の乾物収量が多かった．
予備試験において播種後90日以降の生育を観察した結
果，更なる伸長が認められなかったため，播種後90日
での刈り取りは最大収量に近いと考えられる．
　2回刈り栽培については，2012年の試験において播種
後60日，90日ともに地上部20cmを残して収穫すると再
生が認められたが，2013年では播種後90日において地
上部50cmを残しても再生しなかった．これは2013年に
おける5月〜7月の降水量が平年値（甲府）や2012年と
比べて少なかったため（図3），乾燥により下葉の枯れ
が著しく，刈り株に生長点が認められなかったことが要
因と考えられる．従って，1回目の刈り取りの高さは，
植物体を観察し，その時の生長点を残すように留意する
必要がある．今後は2回刈り栽培の安定化に向けて，1
回目の刈り取り高さについて年次を重ねた検討が必要で
ある．
　窒素基肥量は，食用として有望品種に選定した「NL-
6」の最適施肥量と考えられている8kg/10aを慣行とした
が，「AM」については12kg/10aの方が多収であった．
本試験では12kg/10a以上について未検討であるが，基
肥量の増加に伴い，草丈が伸長する傾向が確認されてお
り，倒伏や折損のリスクが高まる．そのため，基肥量は
12kg/10aとして地力窒素などの発現量に応じて増減す
ることが必要である．今後は1回目刈り取り時の追肥の
効果などについて検討し，さらなる多収化を目指すべき
である．また，エネルギーや同化産物の転流に大きな役
割を果たすリン酸やカリなどの最適施用量についても検
討する必要がある．

5．結　言
　本研究では抗酸化活性の高いキノアの茎葉部を飼料原
料に資するため，生産性向上を目指した2回刈り栽培の
可能性とそれに伴う刈り取り時期および窒素基肥量につ
いて検討を行った．その結果，最大乾物収量が得られる

2回刈り栽培技術を明らかにすることができた．今後，
本成果がキノア茎葉部を飼料として利用する際の基礎資
料となり，耕畜連携推進の一助となることを期待する．
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